
ご挨拶 
会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び

申し上げます。 

さて、このたび横浜国立大学におきまして、国際公会計学会第

２２回全国大会を開催申し上げることになり、大変光栄に存じて

おります。 

本大会の統一論題は、「『統一的な基準』による地方公会計

の展開」です。２０１５年の総務大臣通知により２０１８年度

までに各自治体が「統一的な基準」による財務諸表の作成を求

められてきました。すでに自治体においては「統一的な基準」

による会計情報の整備がおおむね完了した一方、多くのコスト

をかけて作成した当該情報をいかに活用するかということが課

題となっています。統一論題では、自治体での「統一的な基準」

の導入実態、「統一的な基準」の利用、および国際公会計基準

との関係に詳しい研究者にご登壇いただき、「統一的な基準」

の課題と展望に関して、特に自治体の事後評価への活用という

観点から議論して頂くように計画をしております。 

本大会での報告および議論が実を結び、今後の公会計研究の

さらなる発展と、社会貢献に寄与することを深く願っておりま

す。ご多用中とは存じますが、また、残暑厳しい折の大会開催

となりますが、会員の皆様のご参加を心よりお待ち申し上げま

す。 

２０１９年８月吉日 

参加手続き等 
 本大会に参加される方は、同封の振替用紙にご記入の上、

9月5日（木）までにお振込みください。ご参加はお振込み

をもって確認します。 

 
⚫ 参 加 費：４,０００円（非会員は５,０００円） 

⚫ 懇親会費：５,０００円（非会員は６,０００円） 

⚫ 弁当代（15日）：１,０００円 

※ 大学内や周辺に飲食店はございませんので、弁当をご注文ください。 

※ 大会当日は、念のため郵便振替払込受領書（またはその写し）をご

持参ください。なお、お振込み後の払い戻しには応じかねますので

ご了承ください。 

 

国際公会計学会 第２２回全国大会準備委員会 

委員長：八木 裕之（横浜国立大学） 

委  員： 齋藤 真哉（横浜国立大学） 

   伊集 守直（横浜国立大学） 

   大森 明（横浜国立大学） 

協 力：篠原 淳（園田学園女子大学） 

 横浜国立大学へのアクセス 
(1) 横浜市営地下鉄「三ツ沢上町駅」の利用 

 三ツ沢上町駅改札を出て右側「2番出口」の階段を登

り、国道1号線沿いに出ます。「2番出口」を出たら右方

向に進み、国道1号線沿いを3分ほど歩き、三ツ沢上町交

差点の歩道橋を真っ直ぐ渡ります。歩道橋を降りたら国

道沿いに進み、「第三京浜道路入口」の下をくぐる「地

下道」を通り、さらに約7分ほど直進します。「岡沢町

バス停」を過ぎで、同バス停右方向に見える階段を登る

と正門に着きます。 

 
(2) バスの利用 

横浜駅西口のバス乗り場より次のバスに乗車し、「岡

沢町バス停」で下車してください（岡沢町バス停までの

乗車時間は約20分です）。 

・ 横浜市営バス 

①循環外回り202系統 横浜駅西口行（11番乗り場） 

②循環内回り201系統 横浜駅西口行（14番乗り場） 

③急行329系統 横浜駅西口行（14番乗り場） 

・  神奈中バス 

01系統 中山駅行（14番乗り場） 

・ 相鉄バス 

①浜10系統 横浜駅西口（10番乗り場） 

②浜5系統 交通裁判所経由 横浜駅西口行（10番乗り場） 

※ 土日はキャンパス内に入るバスは運行していません。

また本数は相鉄バス②が比較的多めです。 

※ アクセスの詳細は、本学URL（https://www.ynu. 

ac.jp/access/）をご覧ください。 

大会準備委員会事務局 

〒240-8501  横浜市保土ヶ谷区常盤台79－4 

横浜国立大学経営学部研究推進室内 

TEL: 045-339-3706 

E-mail：jcigar-ynu2019@ynu.ac.jp 
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     2019年9月14日（土）15日（日） 

   横浜国立大学常盤台キャンパス 

      経営学部講義棟1号館（N3-3） 

      （同封のキャンパスマップをご参照ください） 

 

 

 

 



第２２回全国大会プログラム 

第１日目：２０１９年９月１４日（土） 

参加者受付        12:00～ 学生ホール 

理事会（旧） 11:30～12:30 207 教室 

会 員 控 室       107教室 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２日目：２０１９年９月１５日（日） 

参加者受付         9:15～         学生ホール 

会 員 控 室    107教室 

自由論題報告 

9:45～12:25 報告時間20分（Q&A10分） 

第１会場 １０８教室 

 司会：梅田 守彦（中京大学） 

1. 谷口 信介（日本公認会計士協会・公認会計士） 

「日本公認会計士協会公会計委員会研究報告第23号『地方

公営企業の会計の論点と方向性』について」 

（9:45～10:15） 

2. 水田 健輔（大正大学） 

「米国高等教育機関の財務分析と規制・統制での活用動向」 

（10:15～10:45） 

 司会：八木 裕之（横浜国立大学） 

3. 廣瀬 哲雄（専修大学大学院生） 

「公会計の財務諸表等におけるポリ塩化ビフェニル

（PCB）処分の表示についての一考察」 

（11:55～11:25） 

4. 横田 慎一（公認会計士） 

「議会による事業別財務書類の活用状況の分析～町田市議

会を事例としたテキストマイニング～」 

（11:25～11:55） 

5. 吉本 理沙（愛知大学） 

「防災・減災を中心に据えた固定資産台帳の活用に関する

一考察～南海トラフ地震を中心にして～」 

（11:55～12:25） 

 

第２会場 １０５教室 

 司会：水野 一郎（関西大学） 

1. 小川 慶（神戸学院大学大学院生） 

「活動原価を用いた賃金システムの設計に関する一考察～

英国の公的機関による職務評価を参照して～」 

（9:45～10:15） 

2. 佐藤 幹（福山平成大学） 

「日本の基礎自治体へのマネジメント・コントロール技法導入

の具体的な検討」 

（10:15～10:45） 

   司会：石川 恵子（日本大学） 

3. 山本 晶子（西宮市・甲南大学大学院生） 

「内部統制概念を基軸とした行政マネジメントのあり方」 

（10:55～11:25） 

4. 大川 裕介（関西大学大学院生・公認会計士） 

「キャッシュ・フローの活動別区分による予算情報の有用性向

上の試み」 

（11:25～11:55） 

※ 郵送版のプログラムにおいて大川裕介氏のご所属に誤記がござい

ました。お詫びして訂正いたします。 

理事会（新） 12:30～13:25 207 教室 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閉会 15:00 

CPE単位認定のお知らせ 

 以下の通り詳細が決まりました。手続は当日受付までお申し出く

ださい。（研修コード：２１０９） 

開 催 日 時 間 題 目 単 位 

9月14日 13:30～14:15 記念講演 
３ 

14:30～16:15 統一論題報告 

9月15日 9:45～10:45 第1～第2報告 １ 

10:55～12:25 第3～第5報告 ２ 

13:30～15:00 統一論題討論 ２ 

記念講演（一般公開） 

13:30～14:15 108教室 

司会：八木 裕之（横浜国立大学） 

「横浜市の市政と財政運営」 

松浦 淳  氏（横浜市財政局財政部長） 

統一論題報告 

14:30～16:15 108教室 

「『統一的な基準』による地方公会計の展開」 

司会：東 信男（会計検査院） 

 

1. 佐藤 亨（日本生産性本部） 

「統一的な基準による財務書類のマネジメント

における利活用の実態～なぜ利活用が進まない

のか～」 

2. 大塚 成男（千葉大学） 

「地方公共団体における取得原価情報とコ 

スト情報を用いた事後評価」 

3. 伊澤 賢司（EY新日本有限責任監査法人） 

「会計フレームワークとしての『統一的な基

準』の評価と課題」 

会員総会 

16:30～17:15 108教室 

懇親会 

17:30～19:15 第一食堂れんが館 

統一論題討論 

13:30～15:00 108教室 

「『統一的な基準』による地方公会計の展開」 

司会：東 信男（会計検査院） 

  

大塚 成男（千葉大学） 

伊澤 賢司（EY新日本有限責任監査法人） 

佐藤 亨（日本生産性本部） 


